
◆受講期間：平成２４年１０月４日(木)～１１月２９日（木）
◆受講曜日：期間中　毎週木曜日　
◆受講回数：全９回
◆受講時間：毎回１５：００～１７：００
◆受講場所：神奈川大学みなとみらいエクステンションセンター

　　　　　　　　　ＫＵポートスクエア　クイーンズタワーＡ　１４階
◆受講費用：５，０００円
◆受講定員：５０名（先着順受付、定員に達し次第締切）
◆仮申込方法：裏面仮申込書に必要事項を記入のうえＦＡＸにて
◆仮申込期限：９月1日（土）まで

◆１回目 小野寺勝  （横浜市消防局危機対処計画課長）

◆２回目 吉井博明  （東京経済大学教授、神奈川県地震対策検証委員会座長）

◆３回目 吉田明夫  （神奈川県温泉地学研究所所長）

◆４回目 坂本正人  （気仙沼南町柏崎青年会会長）

◆５回目 大尾美登里（ＮＰＯ法人中途障害者地域センター所長）

◆６回目 伊東幸保  （神奈川区二ッ谷町会防災部長）

◆７回目 森　清一  （はだの災害ボランティアネットワーク 副代表）

◆８回目 白田克雄  （平成24年度講座運営委員会 総括リーダー）

◆９回目 成松　洋  （同上講座運営委員会サブリーダー）　中村俊光（旭区希望ヶ丘東地区連合自治会 副会長）

荏本孝久　（神奈川大学工学部教授、防災塾・だるま塾長）池田邦昭（防災塾・だるま副塾長）

≪講師陣紹介≫順不同、敬称略

≪講座メインテーマ≫ 地域にいかす「防災・減災」知識と知恵を学ぶ

≪主催者から≫本講座「防災まちづくりコーディネーター養成講座」は、今年第７
回目を迎えました。毎年、各方面から講師をお招きして回を重ねてきました。当初は
1995年阪神・淡路大震災の後で、「自助・共助・公助」が防災の重要な視点である
との教訓が広まる中、何をどのように事前対策として災害に備えるか、暗中模索の中
で本講座がスタートしました。７年が経過して本講座の主旨が浸透してきて地域の防
災活動における取組や地域の災害環境に関する知識が増え、防災情報の共有化と人的
ネットワークの構築が進んでおります。今年度は、昨年の3.11東日本大震災の発生に
よる大規模・広範囲な災害を前に市民として住民として、改めて地域住民としての
「自助・共助」の取り組みに関して考えてみたいと本講座を企画いたしました。防
災・減災に関心のある方々が、市民・NPO・企業・行政などの背景を超えて、共に
集い「防災・減災」に向けた情報の共有化を図りたいと思います。

荏本孝久 （神奈川大学教授、防災塾・だるま塾長） 



２０１２年実践的防災まちづくりコーディネーター養成講座

講座運営委員会　総括リーダー

白田　克雄　様

ＦＡＸ番号：０４５－７４２－９５１５

※本書で得た個人情報は講座運営に関する事以外には使用いたしません。

【ご注意】当申込書はあくまでも≪仮≫の申込書になりますので、正式
には神奈川大学の「ＫＵポートスクエア生涯学習・エクステンション講座
係」が発行する「受講申し込み書」にての申し込みが必要です。

申込日 平成２４年　　　　　月　　　　　日

ご紹介者名
当講座をご紹介いただいた方の名前をご記入ください

ＦＡＸ番号 　　　　　　　　（　　　　　　　　　　）

電話番号（携帯） 　　　　　　　　（　　　　　　　　　　）

Ｅ-mail
ＰＣ用メールアドレスがある方はご記入ください

生年月日 １９　　　　年　　　　月　　　　日（　　　　　歳）

ご住所
〒

≪仮≫受講申込書

私は「２０１２年実践的防災まちづくりコーディネーター養成講座」の受講
を希望し、ここに≪仮≫申込をいたします。

お名前
姓 名

フ リ ガ ナ

２０１２年　実践的防災まちづくりコーディネーター養成講座


